
 

世界で認められた「切らないゲノム編集®」と強固な知財戦略によって構築されたプラットフォームにより、

マイクロバイオーム治療の最先端を切り拓くグローバル・リーディング・カンパニーへ。 
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◆ 起業に至る経緯 

神戸大学においてバイオ生産工学・合成生物
学の研究を統括していた近藤昭彦氏は、米国で
合成生物学の研究を行っていた西田敬二氏を
2013 年に自身の研究室へ迎え入れた。西田氏主
導によるゲノム編集の研究が開始され、その研
究によって新たなゲノム編集技術（塩基編集）
が開発された。 

一方、神戸大学大学院科学技術イノベーショ
ン研究科の技術シーズ事業化におけるシードア
クセラレーターとして、山本一彦氏らを中心と
して株式会社科学技術アントレプレナーシップ
（STE 社）が 2016 年 1月に設立された。バイオ
パレットは、STE 社の第 1 号の支援案件として
2017 年 2月に創業。代表取締役にはバイオベン
チャー複数社の経営経験がある村瀬祥子氏を招
き入れた。 

◆ 創業者の経歴 

近藤昭彦氏（神戸大学大学院教授）は、バイオ
生産工学・合成生物学の分野で世界を代表する
研究者の一人であり、過去 5 年間に獲得した代
表研究費ランキングで日本一（「日本の研究．com」
調べ）になるなど、国内外の研究機関や企業と
の共同研究を多数進めている。現在、近藤の研
究室は約 150 名と大規模で、相互にシナジー効
果を有する先端テクノロジーが集積された、国
内における合成生物学の一大研究拠点となって
いる。 

西田敬二氏は、自身が開発に成功したゲノム
編集（塩基編集）を 2016 年 8 月にサイエンス誌
に発表し、この技術は世界中の研究者や投資家
から極めて高い評価を受けるに至っている。な
お、西田氏は 2016 年 11 月に 30 代の若さで神戸
大学大学院の正式な教授に就任した。 

山本一彦氏（神戸大学大学院教授）は大手企
業やベンチャー企業の財務、経営戦略の責任者 
を歴任した後に独立系ベンチャーキャピタルを
設立し、創業期専門のベンチャーキャピタリス
トとして企業の投資育成に取り組む一方、コー 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ポレートファイナンスの専門家として多くの企 
業へコンサルティングを提供してきた実績を持
つ。 

◆ 資金調達 

当社は、2017 年 5 月から 2018 年 6 月にかけ
て、米系大手ベンチャーキャピタル 3 社からシ
ードファイナンスとして約5億5,000万円、2020
年 9 月に国内最大手ベンチャーキャピタルであ
るジャフコ グループ（株）からシリーズ Aファ
イナンスとして約 10 億円を調達しており、累計
資金調達額は約 15 億 5,000 万円となっている。 
 

 

◆ 技術とその特徴 

CRISPR／Cas9に代表される従来のゲノム編集
技術が DNA 二本鎖の切断を前提としているのに
対し（切るゲノム編集）、当社の塩基編集技術で
は DNA を切らずに変異を導入できることが大き
な特徴である（切らないゲノム編集®）。切るゲ
ノム編集の場合、DNA 切断後の細胞修復機構に
よる一定の不確実性の下での遺伝子編集となる
が、切らないゲノム編集®の場合、塩基変換酵素
による精密・正確な遺伝子編集を実現できる。 
DNA を切断しないことは細胞への毒性の点で

も有利に働く。切るゲノム編集では、特に細菌
等の原核細胞においては DNA の切断がストレス
となり、応用が難しい場合もある。一方で切ら
ないゲノム編集®は、細胞毒性が低く、細菌を含
む幅広い細胞へ適用可能である。また、同時に
複数箇所を標的として編集を行う多重編集に適
している点も切らないゲノム編集®の特徴であ
る。 
 

 

 

 

 

 

 

当社の塩基編集には、塩基変換酵素の種類に
より 2 種類の技術が存在する。「Target－AID®」
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はデアミナーゼによる特定パターンの塩基置換
を、「Target－G®」はグリコシラーゼによるラン
ダムな塩基置換を誘導する技術であり、特徴の
異なる 2 種類の塩基編集を目的に応じて利用す
ることで、効率的な育種が実現できる。 

◆ 事業領域と知的戦略 

当社では「切らないゲノム編集®」（塩基編集）
をコア技術とし、創業以来、医療、農業、産業バ
イオ、研究ツールなどの分野への事業展開の可
能性を検討してきた。また、事業分野の検討と
密接に関連する形で、ゲノム編集領域のビジネ
スにおいて極めて重要となる知財基盤の構築を
戦略的に進めてきた。 

塩基編集の基本特許は、世界で神戸大学とハ
ーバード大学の 2 グループのみが基本特許を有
している。当社は神戸大学から塩基編集の基本
特許の独占的実施許諾を受けていることに加え、
ハーバード大学からセラピューティクス分野に
おいて独占的に塩基編集の実施許諾を受けてい
る Beam Therapeutics 社（米国）と独占的クロ
スライセンス契約を締結した。この契約により、
マイクロバイオーム・セラピューティクスの分
野においては、Beam 社が有するハーバード大学
の塩基編集を含むゲノム編集関連技術の知財が
当社に集約された。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当社の注力事業分野は「マイクロバイオーム
治療」であり、塩基編集を利用して革新的なマ
イクロバイオーム治療を開発することを目指し
ている。「マイクロバイオーム」とはヒトの体に
共生する微生物の集合体であり、近年の研究に
より、マイクロバイオームが健康状態や様々な
疾患と関連することが明らかとなってきている。
そして、「マイクロバイオーム治療」とは、マイ
クロバイオームの調整・改変に積極的に働きか
けることで、疾患の治療を行うものである。 

マイクロバイオーム治療では、マイクロバイ
オームを構成する細菌を医薬品として投与する
Live Biotherapeutic Products（LBPs）と呼ば
れる治療モダリティの開発が米国を中心に進ん
でいる。LBPs の開発では野生型細菌を用いるも
のが先行しているが、ここ数年ではより先端的
な手法として遺伝子組換え細菌を利用するLBPs
の開発も試みられている。野生型細菌を利用す

るものを第一世代、遺伝子組換え細菌を利用す
るものを第二世代とすると、当社は、塩基編集
によって精密かつ機能的に改変した細菌を利用
する第三世代の LBPs の開発を目指している。 

 

 

◆ 今後の事業展開 

当社はマイクロバイオーム治療のグローバ
ル・リーディング・カンパニーを目指している。
ゲノム編集を駆使して LBPs（第三世代の LBPs）
を創出する独自のプラットフォームを基盤とし、
新たな治療モダリティとして注目されるマイク
ロバイオーム治療の分野において、優れた治療
効果が期待できる製品パイプラインを継続的に
生み出していきたい。 
その実現に向けて、当社は 2020 年 10 月、ポ

ートアイランドの医療産業都市地区に新しくオ
ープンしたクリエイティブラボ神戸内に自社研
究施設を移転拡張した。ゲノム編集およびマイ
クロバイオーム関連の専門研究設備のセットア
ップを完了し、研究開発を推進する体制を構築
している。 
マイクロバイオームの中でも当社が注力する

領域は口腔と皮膚である。これらの領域では自
社主導による研究開発を進めつつ、ヘルスケア
関連企業等の開発パートナーとの連携を図って
いく。また、腸領域については長期的な取り組
み領域として位置付け、大手製薬企業への導出
等、マイクロバイオーム治療に取り組む企業と
の早期段階からの連携を検討する。 

 

 

 

当社の特徴としては、世界で認められた塩基

編集技術、強固な知的財産で守られたマイクロ

バイオーム治療における独自のプラットフォー

ム、マイクロバイオーム治療の最先端の潮流を

切り拓く第三世代 LBPs があげられる。 
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設  立：2017 年 2 月 

資 本 金：776,784 千円 

従業員数：11人 

Ｕ Ｒ Ｌ：https://www.biopalette.co.jp/  
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